
日
本
に
近
代
医
学
教
育
を
導
入
す
る
た
め
に
雇
わ
れ
た
ド
イ
ツ
人

医
師
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
の
両
名
が
明
治
四
年
（
一
八
七

一
）
に
来
日
し
て
か
ら
本
年
で
、
ち
ょ
う
ど
百
二
十
年
が
経
過
し

た
。
御
雇
外
国
人
医
学
教
師
に
関
し
て
の
研
究
は
長
年
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
、
そ
の
報
告
も
数
多
く
提
示
さ
れ
て
い
る
。
開
国
し
た
ば
か

り
の
日
本
に
と
っ
て
、
医
学
に
と
ど
ま
ら
ず
様
灸
な
分
野
で
最
新
の

知
識
を
持
っ
た
外
国
人
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
中
央
官
省

だ
け
で
は
な
く
府
県
、
ま
た
民
間
も
競
っ
て
外
国
人
達
を
雇
用
し
た

の
で
あ
る
が
、
来
日
す
る
外
国
人
数
の
少
な
い
明
治
初
年
頃
に
は
教

師
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
の
ト
ラ
ブ
ル
も
生
じ
は
じ
め
た
。
前
回
の
総
会

に
お
い
て
報
告
し
た
佐
賀
県
立
病
院
（
好
生
館
）
の
御
雇
教
師
四
名

明
治
初
期
の
御
雇
外
国
人
医
学
教
師

関
係
法
に
つ
い
て

高
安
伸
子

（
ヨ
ン
ク
ハ
ン
ス
、
ス
ロ
ン
、
Ｏ
・
シ
モ
ン
ス
、
デ
ー
ニ
ッ
ッ
）
に

関
す
る
行
政
資
料
の
中
に
も
、
教
師
獲
得
や
雇
用
条
件
を
め
ぐ
っ
て

の
係
争
を
示
す
文
書
が
残
さ
れ
て
い
た
。
今
回
は
御
雇
外
国
人
医
学

教
師
の
う
ち
の
一
個
人
で
は
な
く
、
全
体
に
視
点
を
移
し
て
、
彼
ら

が
行
っ
た
医
学
教
育
が
ど
の
よ
う
な
法
令
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
、
日

本
で
の
生
活
条
件
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
報
告

す
る
。今

回
の
報
告
に
際
し
て
使
用
し
た
資
料
は
、
内
閣
官
報
局
刊
行
の

『
法
令
全
書
』
中
の
、
明
治
年
間
に
中
央
官
省
が
示
し
た
法
文
な
ら
び

に
政
府
及
び
文
部
省
の
法
令
に
限
り
、
他
省
が
独
自
に
雇
用
し
た
外

国
人
に
関
す
る
法
令
は
除
外
し
て
あ
る
。

御
雇
外
国
人
に
関
す
る
明
治
期
最
初
の
法
令
は
、
明
治
元
年
（
一

八
六
八
）
八
月
二
十
二
日
に
行
政
官
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
諸
藩
に
お
い
て
勝
手
に
外
国
人
を
雇
入
れ
る
こ
と
を

禁
じ
、
雇
入
れ
の
際
に
は
外
国
官
に
許
可
を
得
る
よ
う
に
規
定
し
て

あ
る
。同

二
年
に
は
諸
官
外
国
人
雇
入
方
が
出
さ
れ
、
同
三
年
二
月
に
十

八
項
目
に
わ
た
っ
て
外
国
人
を
雇
入
れ
る
際
の
心
得
が
出
さ
れ
た
。

明
治
三
年
二
月
と
い
う
の
は
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
・
ホ
フ
マ
ン
両
名
と
定
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約
が
結
ば
れ
た
時
期
で
あ
る
。
心
得
の
中
に
「
・
・
・
雇
入
方
不
案
内
ヨ

リ
疎
漏
之
約
定
ニ
ヲ
ョ
ヒ
或
〈
其
雇
入
ヘ
キ
人
物
之
撰
方
精
細
ナ
ラ

ス
不
都
合
之
趣
追
々
相
聞
候
間
大
略
之
心
得
方
別
紙
ヲ
以
布
告
ヲ
ヨ

ヒ
置
候
…
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
標
準
的
な
手
順
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
て
手
順
を
示
し
て
も
、
問
題
が
多
発
し
た
ら
し
く
同
四

年
六
月
に
は
、
約
定
書
の
草
案
を
外
務
省
に
提
出
し
検
査
を
経
て
免

状
を
受
け
た
上
で
契
約
す
べ
し
、
と
の
達
が
出
さ
れ
た
。

御
雇
外
国
教
師
に
関
す
る
文
部
省
の
法
令
は
同
五
年
と
同
六
年
の

二
年
間
に
二
十
以
上
が
出
さ
れ
て
い
る
。
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
も

の
は
同
五
年
八
月
に
頒
布
さ
れ
た
外
国
教
師
雇
入
条
約
規
則
書
と
、

同
年
十
一
月
に
頒
布
さ
れ
た
外
国
教
師
に
て
教
授
す
る
医
学
教
則
で

あ
る
。
雇
入
条
約
規
則
書
に
は
十
二
条
か
ら
な
る
定
約
言
の
文
例

や
、
給
与
や
旅
費
に
つ
い
て
の
上
限
下
限
な
ど
細
部
ま
で
規
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
時
の
規
則
書
は
官
費
雇
の
教
師
に
つ
い
て
の
も
の
で

同
六
年
三
月
に
私
費
雇
の
教
師
に
つ
い
て
の
十
六
条
か
ら
な
る
定

約
言
文
例
が
頒
布
さ
れ
た
。
佐
賀
県
に
残
る
行
政
資
料
は
、
後
者
例

に
従
っ
て
教
師
と
条
約
を
結
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
医
学
教
則
頒
布
は
、
外
国
人
教
師
が
日
本
各
地
の
医
学
教
育
に

て
い
る
。

あ
っ
た
。

多
く
携
わ
り
は
じ
め
た
た
め
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。

同
十
年
二
月
三
日
に
な
り
、
太
政
官
よ
り
外
国
人
を
雇
入
れ
る
際

に
約
定
書
草
案
を
外
務
省
に
差
出
す
に
は
及
ば
な
い
、
と
い
う
達
が

出
さ
れ
た
。
外
国
人
雇
用
に
関
し
て
の
法
令
数
は
、
こ
の
時
期
を
境

と
し
て
激
減
す
る
。
長
門
谷
洋
治
氏
ら
に
よ
る
来
日
外
国
人
に
関
す

る
研
究
の
中
で
、
年
次
別
来
日
医
学
関
係
者
数
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
報
告
に
よ
る
と
、
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
か
ら
同
十
二

年
（
一
八
七
九
）
の
十
年
間
に
最
多
の
百
七
名
が
来
日
し
て
お
り
、

同
十
三
年
以
降
の
数
は
減
少
す
る
。
こ
の
両
者
の
数
の
変
化
が
、
ほ

ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
御
雇
外
国
人
医
学
教
師
関
係
法
の
転
換
期

は
、
明
治
六
年
と
同
十
年
の
二
回
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）
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